
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言語（ことば）  運動・動作・感覚 

・聞く話す 
・語彙、表現 
・記述 
・スピーチ など 

・用具操作 
・表現活動 
・体つくり 
・微細運動 など 

社会性,集団性 情 操 

・協同作業 
・話合い活動 
・コミュニケーション 

など 

・歌唱、器楽 
・図画、工作 
・調理、裁縫 

         など 

数量・推論 教科の内容を中心に 

・計量、測定 
・計算、演算 
・問題解決学習 
・空間認知    など 

 補習とは違い、児童
の認知特性や学習困
難理由に配慮した特別
な内容を指導するもの。 

個人面談 
保護者会 

個別指導計画等 

大空 

巡回指導

員  

家庭 

保 護 者   
在籍学級 

担 任  

トライアン 
グルノート 

・ 
関係者会議 

特別支援教室は、何よりも連携が大切！  

指導内容は「自立活動」と「教科の補充」  

指導形態は「小集団指導」 

と「個別指導」  

 
校長の指揮監督の下に、教員や特別支援コーディネーター、

関係機関等と連携して特別支援教室の円滑な運営を図るため

の業務に従事する。年間１９２日。  

特 別 支 援 教 室 専 門 員 の 配 置  

巡回指導員が児童を指導
している指導内容及び行

動観察の記録の作成  

通常の学級での児童の状
況を報告するとともに、必

要な打ち合わせの実施  

通常の学級での児童の行
動を観察し、行動観察記録
や指導記録を作成  

児童が特別支援教室で指
導を受ける時間割と在籍

学級の時間割等の調整  

巡回指導教員及び学級担
任の指示に基づく、児童に
対する学習支援  

報 告・相 談  

時 間 割 調 整  

記 録 作 成  

学 習 支 援  

行 動 観 察  

教 材 教 具 作 成 等  

主
に
特
別
支
援
教
室
に

主
に
通
常
の
学
級
に

連

絡

・

連

携

・

情

報

共

有

・

調

整 

教 室 概 要 

指 導 者 巡回指導員等 ７名  

巡回回数 ３５×２回程度／年(水 ・木) 

指導時間 ２８０単位時間程度／年 

指導内容 
自立活動 

教科の補充 

年間事業 

保護者会 ２回／年 

個人面談 ２回／年 

授業参観 

 
 
     

指 導 形 態（基本例） 

朝の会 小集団 

1･2 校時 「個別学習の時間」 

中休み 在籍学級で過ごすのも可 

3・4 校時 「グループ活動」小集団 

給食･清掃 
在籍学級で過ごすのも可 

昼休み 

5・6 校時 「個別学習の時間」 

帰りの会 小集団 

放課後 （個別指導） 

 

巡回指導員が指導します  

様々な理由から学習上又は生活上の困
難を抱えている児童に対し、その困難を自
主的・主体的に改善・克服できるようにな
るために必要な指導を行います。 
児童一人一人に作成される「個別指導計

画」に基づき、巡回指導教員が指導します。 

子 供 が 輝 く 教 室 「 大 空 」 特 別 支 援 教 室 

特別支援教室での指導内

容に応じて使用する教室
や教具の調整  

 

(1)  児童一人一人の障害の種類や程度に応じた専門的な教育を行い、児童一人一人の

成長と発達を最大限に伸長し、情緒的な安定を図り、社会参加の素地を養う。 

(2)  自立活動を中心とした指導を進め、自分の気持ちを人に伝えることができる児童、

友達と一緒に行動できる児童、いろいろな活動に喜んで参加できる児童を育てる。 

特 別 支 援 教 室 の 指 導 方 針  

一人一人の個別の課題に
応じた教材の作成や指導

に必要な教材教具の準備  

巡回指導教員及び臨床発

達心理士等との連絡・調整
に関する業務  

連 絡・調 整  

教 具 の 調 整  

特別支援教室と通常の学級の架け橋となります 
「児童」特別支援教室⇔通常の学級  「教員」巡回指導員⇔学級担任 

すべての小学校に開設されています。  


